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今回の web活用による遠隔の子育て講話配信には Googleのサービスの 1つである Google Meet
というリモートシステムを活用した。本来は web会議や大学でのリモート講義に活用されていた。
それを視聴希望者に Googleのフリーアカウントを作成してもらい、接続できるようにした。また、



































子どもと保護者のための地域情報誌キッズワールドの発行についても、年 3 回の発行が年 1 回と
なった。その一方で、親子体験活動とともに実施していた子育て講話は、ICTを活用したリモート
子育て講話を実施した。リモート子育て講話の実施方法について図 1 に示した。リモート子育て
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表 1 令和 2年度 親子体験活動（年度予定案） 
 
 
表 2  令和 2年度 のべおか子どもセンター活動実績 
 
 
表 3 令和 2年度 子育て講話の視聴回数 
 
曜日 活動内容 会場 子育て講話
1 6月28日（日） 七夕飾り作り カルチャープラザ延岡 有り
2 8月 2日（日） 室内ゲーム・工作 社会教育センター 有り
3 9月13日（日） 親子クッキング 社会教育センター 有り
4 11月7日（土）・8日（日） 九保祭を楽しもう 九保大
5 11月　　　　 子育て講話＋親子体験活動 有り
6 12月12日（土） もちつき大会 社会教育センター 有り
7 1月31日（日） 親子クッキング 社会教育センター 有り
曜日 活動内容 会場
1 6月23日（火） 臨時三役会 九保大
2 7月 9日（木） 第1回運営委員会 九保大
3 7月30日（木） 第2回運営委員会 リモート会議
4 9月26日（土） 第1回子育て講話（冨田先生） リモート
5 10月15日（木） 第3回運営委員会 社会教育センター
6 11月1日（日） 第2回子育て講話（中村先生） リモート
7 11月12日（木） 第4回運営委員会 社会教育センター
8 11月21日（土） 第3回子育て講話（内勢先生） リモート
9 12月19日（土） 第4回子育て講話（齋藤先生） リモート
第5回運営委員会
第1回キッズワールド編集会議
11 1月24日（日） 第5回子育て講話（佐々木先生） リモート
12 1月24日（日） 第6回子育て講話（瀬戸口先生） リモート
第6回運営委員会
第2回キッズワールド編集会議
14 3月17日（木） 第7回運営委員会 社会教育センター
10 1月21日（木） 社会教育センター
13 3月17日（木） 社会教育センター
曜日 テーマ 担当 視聴回数





3 11月21日（土） 子どもの非認知能力を育むかかわりへの４つのヒント 内勢先生 170回
4 12月19日（土） 保護者ができる子どもの目の守り方 齋藤先生 83回







































































【第 2回】11月 1日 中村真理子先生 保健科学部言語聴覚療法学科 
「口腔（こうくう）習癖（指しゃぶりなど）～見逃してはいけない小児のサイン～」 
















①やり遂げた経験   ②（褒められ）認められる 

































































ほどの編集会議を経ているが、コロナ禍により年 1 回 3 月のみの発行となった。なお、キッズワ
ールドの配布先は以下の通りである。 
 





小学校（28） 4,770 社会教育センター 20
許可保育所・認定こども園（43） 2,787 ○ 市立図書館 20
許可外保育施設（7） 127 ○ 市立図書館・北方分館 15
九保大 180 ○ 市立図書館・北浦分館 15
7,864 ○ 市立図書館・北川分館 15
○ 北浦公民館 15
山下児童館 15 一ヶ岡コミュニティーセンター 15
中島児童館 15 塩浜教育集会所 15
旭児童館 15 ○ リバーパル五ヶ瀬川 15
緑ヶ丘児童館 15
ゆりかご児童館 15 子どもセンター運営委員 14








ほうしやま子どもクリニック 10 東海支所 10
県立延岡病院内 キッズルームおひさま 10 伊形支所 10








エンクロス 15 記者室 12
○ 延岡セントラル 10 87
○ 須美江家族旅行村 10
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ものの、YouTube の再生回数は多いものでは 260 回を超えた（2 月 1 日現在）。昨年までの対面で
の人数が 30名程度であったことを考えると、次年度以降も YouTubeでの配信は続けるべき価値が
あると考えられる。 
次に、コロナ禍の中ではあるが、子どもセンターの次年度への展望について述べていきたい。
まず、コロナ禍での活動のため、様々な制限が考えられるが、親子体験活動のイベント開催につ
いて考えていく。これまでの食をテーマにした活動は、多くの制限が予想される。しかし、ICTを
活用することにより、リモートでの調理指導など、これまで会場の問題で、断らざるを得なかっ
た人も参加が可能になるなど、今まで以上に幅が広がったとも考えることができる。また、体験
活動では、3密を避けるため、屋外での活動が中心となることが予想される。そこで、延岡が誇る
海、山、川などの自然を活かした体験活動を取り入れていきたい。それらの活動は、延岡市を誇
りに思う郷土愛を育むことにつながると考えられる。一方、美術や音楽などの芸術活動、スポー
ツ活動など、様々な教養を深める活動の実践も考えていきたい。これまでの活動では、実際に親
子で体験することを一番に考えていたため、場所や人数により制限を受けていた。そこで、多く
の親子が集い容易に体験できるイベントを実施することにより、その体験が各家庭、そして地域
へと広がりを見せると考えられる。 
次に、子育て講話については、本年度より始まったリモート講話と YouTube 配信は次年度も継
続していきたい。これにより、以前から課題となっている自ら応募したり、参加連絡のアクショ
ンを起こさない家庭の問題にも対応することができると考えられる。今までは、すべての家庭に
対しては、キッズワールドの配布によるアプローチしかなかった。また、親子体験活動や子育て
講話へは、時間や場所が決まっていることもあり、限られた人にしかその情報を伝えることがで
きなかった。しかし、本年度から始まった子育て講話の配信により、今まで取り込むことができ
なかった家庭に対しても、アプローチする機会が与えられたと考えることができる。今後は、子
育て講話以外にも、親子体験活動の配信など ICT を活用した様々な方法も考えることができる。
2019年、政府は児童生徒向けの１人１台端末と高速大容量の通信ネットワークの整備を柱とした
ICT環境の整備を打ち出した。加えて、コロナ禍により、その動きは加速した。この動きは、延岡
市でも同様である。そこで、子どもセンターも延岡市における ICT教育の推進の一助となりたい。
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コロナ禍は様々なところに損害を与え、人々の生活に大きな変化を与えた。それは、延岡子ども
センターについても同様である。しかし、これをよい機会とし、新たな子どもセンターの在り方
についても考えることができた。 
さて、最後に本学学生の関わりと教育的意義についてである。本年はイベントが開催できなか
ったため、学生のボランティア体験の場が失われてしまった。これまで、どれほど多くの学生が
センターに関わりその若い力を発揮してきたか知れない。また同時にそれは、学生たちの社会人・
福祉専門職者となるための紛れもない教育活動である。今後も新しい参加の方法を模索しながら、
次年度に継続していきたい。 
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